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一
九
八
六
年
に
採
択
さ
れ
た
ド
イ
モ

イ
と
は
、
約
三
〇
年
間
（
一
九
四
六
～

一
九
七
五
年
）
に
及
ん
だ
抗
仏
・
抗
米

戦
争
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
戦
時

体
制
の
社
会
主
義
を
平
時
の
そ
れ
に
転

換
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
は
、
民
族
解
放
・
統

一
の
達
成
を
そ
の
支
配
正
当
性
の
源
泉

と
し
て
き
た
が
、経
済
発
展
や
工
業
化
・

近
代
化
を
新
た
な
正
当
性
の
源
泉
と
し
、

そ
の
た
め
に
よ
り
適
合
的
な
社
会
シ
ス

テ
ム
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
が
ド
イ

モ
イ
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
長
年
の
戦

争
に
よ
る
甚
大
な
影
響
は
簡
単
に
ぬ
ぐ

え
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
ド

イ
モ
イ
期
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な

ど
の
戦
後
処
理
や
戦
争
の
記
憶
の
推
移

を
た
ど
り
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
に
戦
争
の

影
響
が
い
ま
だ
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

●�

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
戦
後
処
理

⑴
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
後
遺
症

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
ベ
ト
ナ
ム
で
は

「
抗
米
救
国
抗
戦
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ

の
時
期
は
一
九
五
四
～
一
九
七
五
年
だ

と
さ
れ
る
。
長
期
に
わ
た
る
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
被
害
は
甚
大
で
、
最
近
の
ベ
ト

ナ
ム
側
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、
民
間

人
に
お
い
て
は
死
亡
者
二
〇
〇
万
人
近

く
、
重
傷
を
受
け
た
人
が
二
〇
〇
万
人

以
上
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
隊
（
南
部
解

放
軍
を
含
む
）
の
兵
士
は
死
亡
者
約
一

一
〇
万
人
、
傷
病
兵
六
〇
万
人
、
行
方

不
明
戦
死
者
三
〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
さ

れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

現
在
も
残
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
後
遺

症
の
主
な
も
の
に
は
三
つ
あ
る
。
①
約

三
〇
万
人
の
行
方
不
明
戦
死
者
の
遺

骨
・
墓
の
捜
索
。
遺
骨
収
集
は
精
力
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
不
明
者

が
依
然
多
く
、
身
元
確
認
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、「
外
感
」（
ゴ
ア
イ
カ
ム
）
と

呼
ば
れ
る
霊
能
者
に
よ
る
捜
索
も
一
九

九
〇
年
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

霊
能
者
に
よ
る
的
中
率
は
三
〇
～
七
五

％
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
ベ
ト
ナ
ム

プ
ラ
ス
』
紙
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
六

日
付
）。
②
地
雷
除
去
・
不
発
弾
処
理
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
不
発
弾
が
残
っ
て
い
る

所
は
六
万
六
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
に
及
ん

で
お
り
、
六
〇
万
ト
ン
以
上
の
地
雷
が

残
さ
れ
て
い
る
。
除
去
さ
れ
た
地
雷
は

た
っ
た
の
二
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
今
の
ペ

ー
ス
で
除
去
作
業
を
し
て
い
く
と
除
去

し
終
え
る
の
に
三
〇
〇
年
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。
③
枯

葉
剤
被
害
者
の
支
援
と
枯
葉
剤
汚
染
地

区
の
除
染
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
、
ア
メ

リ
カ
軍
に
よ
り
枯
葉
剤
約
八
〇
〇
〇
万

リ
ッ
ト
ル
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
量
に
し

て
三
六
六
キ
ロ
）
が
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の

二
四
・
六
七
％
の
地
域
に
散
布
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
二
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

今
井 

昭
夫

ド
イ
モ
イ
期
に
お
け
る
戦
後
処
理
と

戦
争
の
記
憶

上
の
森
林
が
破
壊
さ
れ
た
。
戦
争
中
に

約
三
〇
〇
万
人
が
枯
葉
剤
を
浴
び
、
約

四
八
〇
万
人
が
感
染
し
、
先
天
的
奇
形

児
が
約
一
五
万
人
出
生
し
た
（
参
考
文

献
①
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

後
遺
症
を
ベ
ト
ナ
ム
は
今
な
お
抱
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

⑵�

市
場
経
済
化
の
な
か
で
の
戦
争
・
革

命
功
労
者
へ
の
顕
彰
と
「
優
遇
」

　

戦
争
を
遂
行
し
人
民
を
動
員
し
て
い

く
た
め
に
、
戦
争
・
革
命
功
労
者
の
顕

彰
と
「
優
遇
」
措
置
は
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
一
九
四
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共

和
国
建
国
以
来
、
こ
れ
ら
の
制
度
は

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
た
。「
英
雄
宣

揚
」（「
英
雄
」
の
称
号
に
は
「
武
装
勢

力
英
雄
」
と
「
労
働
英
雄
」
が
あ
る
）

に
つ
い
て
い
う
と
、
抗
仏
戦
争
中
の
一

九
五
〇
年
代
初
頭
か
ら
本
格
的
に
開
始

さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
か
ら
中
越
戦

争
勃
発
時
（
一
九
七
九
年
）
の
時
期
ま

で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一

九
八
〇
年
代
は
低
調
で
、
ド
イ
モ
イ
が

開
始
さ
れ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
そ
の

状
態
が
続
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ

ム
史
研
究
家
フ
エ
・
タ
ム
・
ホ
ー
・
タ

イ
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
は
ド
イ
モ
イ

に
よ
り
大
文
字
の
「
歴
史
」
を
失
い
、

ド
イ
モ
イ
の
副
産
物
と
し
て
戦
争
の
コ

メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
記
念
）
が
盛
ん
に
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な
っ
た
と
い
う
（
参
考
文
献
②
）。
し

か
し
ド
イ
モ
イ
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
し

ば
ら
く
の
間
、「
英
雄
宣
揚
」
に
関
し

て
い
え
ば
低
調
で
あ
り
、
ド
イ
モ
イ
が

始
ま
っ
て
す
ぐ
に
こ
の
よ
う
な
変
化
が

生
じ
た
の
で
は
な
い
。

　

ド
イ
モ
イ
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
一

九
八
六
年
に
南
部
に
お
い
て
結
成
さ
れ

た
非
官
製
組
織
「
旧
抗
戦
者
倶
楽
部
」

は
、
党
内
の
刷
新
の
動
き
を
擁
護
す
る

た
め
に
南
部
出
身
の
古
参
幹
部
・
軍
人

達
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
。

同
倶
楽
部
は
、
当
時
の
官
僚
主
義
、
汚

職
・
腐
敗
に
反
対
の
声
を
上
げ
、
ハ
ノ

イ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
に
性
急
に

南
北
を
統
一
し
、
か
つ
て
の
南
部
に
お

け
る
民
族
統
一
戦
線
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
き
た
こ
と
に
不
満
を
も
っ
て
い
た

と
も
い
わ
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
末
の

東
欧
社
会
主
義
諸
国
の
崩
壊
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、ベ
ト
ナ
ム
当
局
は
思
想
・

文
化
の
締
め
付
け
を
厳
し
く
し
、
同
倶

楽
部
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
解
散

に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て

一
九
八
九
年
一
二
月
に
官
製
の
「
ベ
ト

ナ
ム
退
役
軍
人
会
」
が
初
め
て
設
立
さ

れ
た
。
同
会
は
共
産
党
員
の
有
力
な
供

給
源
の
一
つ
と
な
っ
た
。
同
会
は
「
政

治
・
社
会
組
織
」
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の

政
治
過
程
に
お
い
て
も
し
か
る
べ
き
位

置
を
占
め
、
退
役
軍
人
の
声
を
政
治
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
同
会
は
二
〇
一
四

年
時
点
で
会
員
数
が
二
八
〇
万
人
と
な

っ
て
い
る
（『
ベ
ト
ナ
ム
プ
ラ
ス
』
紙
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
日
付
）。

　

一
九
九
一
年
の
第
七
回
党
大
会
で
傷

病
兵
と
烈
士（
人
民
軍
隊
側
の
戦
死
者
）

の
家
族
に
対
す
る
生
活
保
障
の
重
要
性

が
唱
え
ら
れ
、一
九
九
四
年
に
は
戦
争
・

革
命
功
労
者
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
供

与
を
は
か
る
「
革
命
活
動
家
・
烈
士
と

そ
の
家
族
・
傷
病
兵
・
抗
戦
活
動
家
・

革
命
援
助
功
績
者
を
優
遇
す
る
法
令
」

（
以
下
、「
優
遇
法
令
」）
と
「『
英
雄
的

ベ
ト
ナ
ム
の
母
』
国
家
栄
誉
称
号
を
規

定
す
る
法
令
」（「
英
雄
的
ベ
ト
ナ
ム
の

母
」
と
は
、
烈
士
の
息
子
が
複
数
い
る

等
の
母
親
）
の
二
つ
の
「
法
令
」
が
制

定
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
、
一
九

九
〇
年
代
な
か
ば
か
ら
「
英
雄
宣
揚
」

は
再
活
性
化
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
戦
没
者
墓
地
や

慰
霊
碑
な
ど
の
建
設
・
整
備
も
活
発
化

し
、
社
会
保
障
や
哀
悼
の
面
が
強
め
ら

れ
た
。
全
国
に
は
現
在
、
戦
争
・
革
命

功
労
者
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
は
総

人
口
の
一
割
近
く
の
八
八
〇
万
人
以
上

お
り
、
そ
の
う
ち
一
四
七
万
人
以
上
が

国
家
か
ら
軍
人
恩
給
な
ど
、
毎
月
優
遇

手
当
を
受
給
し
て
い
る
（『
ベ
ト
ナ
ム

プ
ラ
ス
』
紙
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
四

日
付
）。「
英
雄
的
ベ
ト
ナ
ム
の
母
」
に

認
定
さ
れ
た
女
性
は
二
〇
一
五
年
時
点

で
約
七
万
人
い
る
（『
バ
オ
モ
イ
』
紙
、

二
〇
一
五
年
三
月
二
五
日
付
）。
枯
葉

剤
被
害
者
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
三
〇

周
年
記
念
の
中
心
に
す
え
ら
れ
、
二
〇

〇
五
年
に
改
正
さ
れ
た
「
優
遇
法
令
」

で
は
、
そ
の
対
象
者
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
、
枯
葉
剤
被
害
者
支
援

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
二
〇
万
人
以

上
に
及
び
（『
ニ
ャ
ン
ザ
ン
』
紙
、
二

〇
一
六
年
六
月
八
日
付
）、
ベ
ト
ナ
ム

政
府
は
毎
年
、
枯
葉
剤
被
害
者
の
手
当

の
支
給
や
、
健
康
管
理
・
リ
ハ
ビ
リ
お

よ
び
枯
葉
剤
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た

特
別
困
難
地
区
の
支
援
に
一
〇
兆
ド
ン

余
り
を
支
出
し
て
い
る
（『
ベ
ト
ナ
ム

プ
ラ
ス
』
紙
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
日

付
）。

⑶�

対
外
関
係
の
多
極
化
と
対
米
関
係
の

正
常
化

　

ド
イ
モ
イ
下
で
対
外
関
係
の
多
極
化

を
は
か
る
な
か
、
ベ
ト
ナ
ム
は
対
米
関

係
を
正
常
化
す
る
の
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

終
結
後
二
〇
年
を
要
し
た
。
一
九
七
八

年
に
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
進

攻
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
や

日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
経
済
制
裁
を

行
な
い
、
ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
八
〇
年
代

に
は
西
側
諸
国
か
ら
の
大
規
模
な
経
済

的
支
援
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
九
一
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
成
立

と
中
国
と
の
国
交
正
常
化
お
よ
び
ソ
連

崩
壊
が
転
換
点
と
な
っ
た
。
一
九
九
四

年
、
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
経
済

制
裁
を
解
き
、
ベ
ト
ナ
ム
は
行
方
不
明

ア
メ
リ
カ
兵
の
捜
索
な
ど
で
ア
メ
リ
カ

と
の
協
力
関
係
を
次
第
に
構
築
し
て
い

き
、
一
九
九
五
年
に
両
国
は
国
交
を
正

常
化
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
米
越
通

商
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
以
降
、
ベ
ト

ナ
ム
の
対
米
輸
出
は
急
増
し
た
。
二
〇

〇
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
し
て
戦

後
初
め
て
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
訪
越

し
た
。
二
〇
〇
五
年
の
解
放
三
〇
周
年

記
念
日
の
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
機
関
紙

『
ニ
ャ
ン
ザ
ン
』
社
説
で
は
、「
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
」
に
対
す
る
名
指
し
で
の

非
難
は
控
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
枯

葉
剤
被
害
者
へ
の
加
害
責
任
と
国
家
補

償
を
否
定
し
つ
づ
け
て
い
る
た
め
、
二

〇
〇
四
年
に
ベ
ト
ナ
ム
の
枯
葉
剤
被
害

者
た
ち
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
連
邦
地
裁

に
枯
葉
剤
製
造
会
社
を
相
手
に
集
団
訴

訟
を
起
こ
し
た
。
二
〇
〇
九
年
、
ア
メ

リ
カ
連
邦
最
高
裁
が
損
害
賠
償
請
求
を

棄
却
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府

は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
枯
葉
剤
被
害

者
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
が
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
、
二
〇
〇

六
年
に
米
越
の
政
府
間
で
「
ベ
ト
ナ
ム

の
枯
葉
剤
解
決
問
題
に
お
け
る
健
康
と
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環
境
処
理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
覚

書
」
を
交
わ
し
た
。
ア
メ
リ
カ
国
際
開

発
庁
と
ベ
ト
ナ
ム
国
防
省
は
、
二
〇
一

二
年
か
ら
ダ
ナ
ン
空
港
で
の
除
染
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
、
二
〇
一
六
年
に
第

一
段
階
が
終
了
し
た
。
こ
の
よ
う
に
両

国
間
で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
遺
症
を
乗

り
越
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
南
シ
ナ
海
問
題
な

ど
で
中
国
に
対
抗
し
て
軍
事
的
連
携
も

図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇

一
六
年
に
は
オ
バ
マ
・
ア
メ
リ
カ
大
統

領
の
訪
越
に
際
し
、
対
越
武
器
輸
出
の

全
面
解
除
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑷
民
族
和
解
・
民
族
大
団
結

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
同

士
が
戦
う
戦
争
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
亀
裂
は
、
南
北
統
一
後

か
ら
現
在
に
到
る
も
根
深
い
も
の
が
あ

る
。
反
革
命
成
分
と
み
な
さ
れ
た
人
お

よ
び
そ
の
家
族
の
就
学
・
就
職
を
制
限

す
る
な
ど
の
「
履
歴
主
義
」
に
よ
る
差

別
は
ド
イ
モ
イ
後
、
少
な
く
な
っ
た
と

は
い
え
、
ま
っ
た
く
解
消
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
枯
葉
剤

被
害
者
に
対
し
月
々
の
支
援
金
を
支
給

し
て
い
る
が
、
革
命
功
労
者
へ
の
報
奨

と
い
う
枠
組
み
で
行
な
わ
れ
て
い
る
た

め
、
旧
サ
イ
ゴ
ン
政
権
関
係
者
の
枯
葉

剤
被
害
者
は
そ
の
対
象
外
と
な
り
、
こ

れ
ら
の
人
は
よ
り
金
額
の
少
な
い
身
体

障
害
者
支
援
金
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
旧
サ
イ
ゴ
ン
政
権
関
係
者

へ
の
差
別
は
い
ま
だ
に
存
在
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
た
四
月
三
〇

日
を
「
戦
勝
記
念
日
」
と
す
る
こ
と
に

複
雑
な
感
情
を
抱
く
南
部
人
は
多
い
。

ま
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
に
社
会
主
義
体

制
を
嫌
っ
て
出
国
し
て
い
っ
た
二
〇
〇

万
人
に
の
ぼ
る
と
も
い
わ
れ
る「
越
僑
」

の
人
た
ち
の
力
を
経
済
発
展
に
い
か
に

活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
初
め
、
戦
後
の
民
族
和

解
や
経
済
発
展
を
め
ざ
し
「
過
去
を
閉

じ
て
、
未
来
に
向
か
う
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
「
越
僑
」
に
向
け
て
、
さ
ら

に
は
外
交
上
の
中
越
国
交
正
常
化
や
米

越
国
交
正
常
化
な
ど
の
際
に
謳
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
開

催
さ
れ
た
「
サ
イ
ゴ
ン
解
放
二
五
周
年

記
念
式
典
」
で
は
、
戦
後
早
く
に
北
の

組
織
に
吸
収
さ
れ
た
た
め
に
表
舞
台
か

ら
退
い
て
い
た
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族

戦
線
の
旗
が
公
式
の
場
で
復
活
し
た
。

第
九
回
党
大
会
（
二
〇
〇
一
年
）
で
は

「
全
民
大
団
結
」
路
線
が
打
ち
出
さ
れ
、

二
〇
〇
三
年
に
は
「
豊
か
な
民
、
強
い

国
、
公
平
・
民
主
的
・
文
明
的
社
会
の

た
め
に
全
民
族
の
団
結
の
力
を
発
揮
す

る
こ
と
に
関
す
る
」
党
中
央
決
議
二
三

号
、「
民
族
工
作
に
関
す
る
」
二
四
号

決
議
、「
宗
教
工
作
に
関
す
る
」
二
五

号
決
議
、
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
は

政
治
局
三
六
号
決
議
「
在
外
ベ
ト
ナ
ム

人
に
対
す
る
工
作
に
つ
い
て
」
が
相
次

い
で
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
経
済
発
展

の
一
方
で
生
じ
た
経
済
格
差
な
ど
に
よ

る
国
民
統
合
の
亀
裂
へ
の
対
応
で
あ
る

と
と
も
に
、
南
北
分
断
や
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
も
た
ら
し
た
積
年
の
亀
裂
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

経
済
的
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
在
外
ベ
ト

ナ
ム
人
に
対
し
て
は
外
国
投
資
法
だ
け

で
は
な
く
国
内
投
資
促
進
法
な
ど
の
適

用
も
認
可
し
た
結
果
、
一
九
八
八
年
に

は
六
件
総
額
約
三
五
〇
万
ド
ル
で
あ
っ

た
在
外
ベ
ト
ナ
ム
人
の
投
資
も
、
二
〇

一
二
年
に
は
三
五
〇
〇
件
総
額
約
一
一

〇
億
ド
ル
へ
と
増
加
し
た
（
参
考
文
献

③
）。

●�

ド
イ
モ
イ
期
の
「
戦
争
の
記

憶
」

　

ド
イ
モ
イ
に
よ
り
戦
争
に
つ
い
て
の

ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
見
方
や
語
り
口
も

変
化
し
た
。
一
口
で
い
う
と
、
冷
戦
期

型
の
戦
争
の
記
憶
は
ポ
ス
ト
冷
戦
期
型

の
そ
れ
へ
と
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
冷
戦
期
型
の
戦
争
の
記
憶
と
は
、

東
西
陣
営
の
対
立
を
背
景
に
、
敵
か
味

方
か
の
厳
格
な
二
分
法
に
立
っ
て
、
敵

で
あ
る
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
・
軍
関
係

者
や
ア
メ
リ
カ
軍
な
ど
の
国
内
外
の

「
階
級
敵
」
を
差
別
し
、
共
産
党
を
は

じ
め
と
す
る
世
界
の
「
革
命
潮
流
」
の

勝
利
・
栄
光
を
誇
示
す
る
も
の
だ
と
い

え
る
。
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九

一
年
の
ソ
連
崩
壊
の
前
後
に
多
少
の
揺

れ
戻
し
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
ま
か
に

い
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
な
か
ば
か
ら

の
「
修
正
主
義
」
の
映
画
や
「
反
抗
文

学
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
的
語
り
か
ら
脱
し
、
戦
死
し
た
兵

士
へ
の
個
人
的
な
想
い
や
記
憶
に
目
が

向
け
ら
れ
る
語
り
が
文
芸
な
ど
で
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
修
正
主
義
」
映
画
の
は
し
り
「
一

〇
月
に
な
れ
ば
」（
ダ
ン
・
ニ
ャ
ッ
ト
・

ミ
ン
監
督
、
一
九
八
四
年
）
は
、
夫
の

戦
死
を
簡
単
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
妻
の
苦
悩
を
描
き
、
そ
の
悲

し
み
を
乗
り
越
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
た
。
グ
エ
ン
・
フ
イ
・
テ
ィ
エ
ッ

プ
原
作
の
映
画「
退
役
軍
人
」（
グ
エ
ン
・

カ
ッ
ク
・
ロ
イ
監
督
、一
九
八
八
年
）
は
、

ド
イ
モ
イ
以
降
の
市
場
経
済
化
に
よ
っ

て
権
威
を
失
い
、
妻
の
拝
金
主
義
ぶ
り

に
圧
倒
さ
れ
て
い
く
退
役
将
軍
の
姿
が

描
か
れ
、「
戦
争
の
記
憶
」
が
陳
腐
化

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
映
画

「
私
を
許
し
て
」（
ル
ー
・
チ
ョ
ン
・
ニ

ン
監
督
、
一
九
九
二
年
）
は
、
戦
中
世

代
の
監
督
に
恋
心
を
抱
き
つ
つ
も
、
戦
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争
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
彼
に
違
和
感
を

覚
え
る
戦
後
世
代
の
女
優
の
葛
藤
を
描

き
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が
表
面
化
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
反
抗
文

学
」
の
代
表
作
で
あ
る
一
九
九
〇
年
代

初
頭
の
バ
オ
・
ニ
ン
原
作
『
戦
争
の
悲

し
み
』（
参
考
文
献
④
）
は
、
戦
争
に

お
け
る
解
放
軍
の
否
定
的
な
面
を
描
い

た
と
い
う
非
難
の
声
が
あ
が
り
、
一
時

発
行
停
止
と
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に「
修

正
主
義
」
の
映
画
や
「
反
抗
文
学
」
で

戦
争
の
陰
画
の
部
分
も
描
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
共
産
党
の

優
れ
た
指
導
に
よ
っ
て
「
抗
米
救
国
抗

戦
」
に
勝
利
を
お
さ
め
、
民
族
解
放
・

南
北
統
一
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
す
る
公
式
的
記
憶
を
真
っ
向
か
ら

否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
三
〇
周
年
の
二

〇
〇
五
年
に
は
、
若
く
し
て
戦
死
し
た

女
性
軍
医
の
日
記『
ト
ゥ
イ
ー
の
日
記
』

（
参
考
文
献
⑤
）
や
『
永
遠
の
二
〇
歳
』

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
若
く
し

て
戦
死
し
た
普
通
の
兵
士
の
日
記
で
あ

る
と
い
う
点
と
、
出
征
兵
士
の
恋
愛
話

を
か
ら
め
た
点
が
新
し
い
点
で
、
若
者

の
読
者
を
も
惹
き
つ
け
た
。
二
〇
〇
八

年
出
版
の
ホ
ア
ン
・
ミ
ン
・
ト
ゥ
オ
ン

『
神
々
の
時
代
』（
参
考
文
献
⑥
）は
、「
ボ

ー
ト
ピ
ー
プ
ル
」
な
ど
、
か
つ
て
の
南

ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
戦
中
・
戦
後
体
験

も
含
め
、
二
〇
世
紀
後
半
史
を
描
い
た

点
で
画
期
的
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内

で
初
め
て
登
場
し
た
、
戦
争
を
描
い
た

大
河
小
説
と
も
い
え
る
。

　

二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
み
ら

れ
る
変
化
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
外
の

戦
争
の
記
憶
が
相
対
的
に
存
在
感
を
強

め
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
南
シ
ナ

海
問
題
が
ホ
ッ
ト
イ
シ
ュ
ー
化
し
、
中

越
戦
争
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
戦
争
、
チ
ュ
オ

ン
サ
（
南
沙
）
諸
島
で
の
中
国
軍
と
の

ガ
ッ
ク
マ
ー
の
戦
い
（
一
九
八
八
年
）

の
記
憶
な
ど
が
浮
上
し
て
き
た
。
中
越

国
交
正
常
化
以
降
、
中
国
側
へ
の
刺
激

を
避
け
て
そ
れ
ら
を
文
芸
等
で
取
り
上

げ
る
の
は
い
わ
ば
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き

た
。
中
越
戦
争
、
と
り
わ
け
一
九
八
四

年
の
ヴ
ィ
ス
エ
ン
の
激
戦
を
扱
っ
た
グ

エ
ン
・
ビ
ン
・
フ
オ
ン
の
小
説
『
上
る

車
、
下
る
車
』
は
国
内
で
は
出
版
で
き

ず
、
二
〇
一
一
年
に
ア
メ
リ
カ
で
出
版

さ
れ
た
。
し
か
し
近
年
に
な
り
状
況
が

少
し
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
二
〇

一
四
年
に
な
る
と
こ
の
小
説
は
『
わ
た

し
と
彼
ら
』
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
国

内
で
出
版
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
は
ハ

ノ
イ
市
作
家
協
会
賞
を
受
賞
し
た
。
二

〇
一
六
年
、
高
校
の
歴
史
教
科
書
に
中

越
戦
争
に
関
す
る
記
述
が
あ
ま
り
に
少

な
い
と
の
批
判
の
声
を
受
け
て
、教
育
・

訓
練
省
は
新
し
い
教
科
書
の
内
容
に
国

境
戦
争
と
島
嶼
戦
争
を
容
れ
る
検
討
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
ダ
イ
ド
ア
ン

ケ
ッ
ト
』
紙
、
二
〇
一
六
年
三
月
六
日

付
）。
今
後
、
ガ
ッ
ク
マ
ー
の
戦
い
や

二
月
一
七
日
の
中
越
戦
争
開
戦
日
が
ど

れ
だ
け
記
念
行
事
と
し
て
催
さ
れ
る
の

か
ど
う
か
、
一
九
七
四
年
に
ホ
ア
ン
サ

（
西
沙
）
諸
島
で
中
国
軍
と
戦
っ
て
死

亡
し
た
旧
サ
イ
ゴ
ン
軍
兵
士
を「
烈
士
」

と
認
定
す
る
か
ど
う
か
と
並
ん
で
、
文

芸
に
お
い
て
中
越
戦
争
が
ど
う
扱
わ
れ

て
い
く
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
ベ
ト
ナ

ム
の
対
中
関
係
を
測
る
リ
ト
マ
ス
紙
の

一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
一
六
年
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の

韓
国
軍
に
よ
る
虐
殺
事
件
が
頻
発
し
た

年
の
五
〇
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
幾
つ
か
の
マ
ス

コ
ミ
で
も
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。

『
ト
ゥ
オ
イ
チ
ェ
ー
』
紙
は
九
月
一
一

日
～
一
七
日
に
ベ
ト
ナ
ム
中
部
で
の
韓

国
軍
の
虐
殺
に
関
す
る
記
事
を
連
載
し

た
。
一
四
日
付
け
の
記
事
で
は
、
ビ
ン

デ
ィ
ン
省
人
民
委
員
会
が
韓
国
政
府
に

対
し
、
虐
殺
へ
の
謝
罪
と
被
害
者
お
よ

び
そ
の
家
族
へ
の
責
任
を
負
う
こ
と
を

求
め
る
手
続
き
を
始
め
た
と
紹
介
し
て

い
る
。
従
来
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
抑

制
的
で
あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
側
が
、
今
後

ど
う
い
っ
た
動
き
を
す
る
の
か
注
目
さ

れ
る
。

（
い
ま
い　

あ
き
お
／
東
京
外
国
語
大

学
大
学
院
教
授
）
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